
無償で提供されている電子納品閲覧ソフトの使い方１

以下では、（株）建設システム様から提供されている「電子納品検査システム」の使用方法をご説明しています。
（画面の著作権は、（株）建設システム様に帰属しています。）

Å ダウンロードのページにアクセスします。

Å 「電子納品検査システム」及び「写管屋
ビューワ」を選択します。

Å 連絡先情報を入力します。

Å （ダウンロードの案内メールが届きま
す。）



Å 「電子納品検査システムへようこそ」の画面が表示されますので、画面に従って操作を進め
ます。

Å 「InstallShield Wizardの完了」画面で「完了」を押下します。

無償で提供されている電子納品閲覧ソフトの使い方２

以下では、（株）建設システム様から提供されている「電子納品検査システム」の使用方法をご説明しています。
（画面の著作権は、（株）建設システム様に帰属しています。）

Å ダウンロードしたファイルを任意のフォルダに
置き、ダブルクリックします。

Å 「このアプリがデバイスに変更を加えることを
許可しますか？」と表示されたら、「はい」を選
択します。

Å デスクトップに「電子納品検査システム」
のアイコンが表示されます。

電子納品検査システムは、
dnsinsp.exe です。

写管屋XMLビューアは、
dskview.exe です。



無償で提供されている電子納品閲覧ソフトの使い方３

以下では、（株）建設システム様から提供されている「電子納品検査システム」の使用方法をご説明しています。
（画面の著作権は、（株）建設システム様に帰属しています。）

Å 「電子納品検査システム」のアイコンをダブルクリックするとシステムが起
動します。（起動には少し時間がかかります。）

Å 閲覧するフォルダを設定します。

起動中

フォルダには、「INDEX_C.XML」が入っているフォルダを指
定してください。「INDEX_C.XML」が入っていないフォルダ
は設定できません。

あいち建設情報共有システムからダウンロードしたデータをこの
ように構成するツールを公開しています。こちらを参照ください。



無償で提供されている電子納品閲覧ソフトの使い方４

以下では、（株）建設システム様から提供されている「電子納品検査システム」の使用方法をご説明しています。
（画面の著作権は、（株）建設システム様に帰属しています。）

Å 適用するガイドラインを設定します。令和3年3月時点では、「国土交通省ガイドライン（平成30
年3月版）」を選択してください。

Å 電子納品閲覧ソフト（正式名称は、「電子納品検査システム」です。）が起動します。
（設定を読み込む関係で、少し起動が遅いかもしれません。

地区、工事分野を設定します データチェックを行うのを外します

写真管理基準を設定します。令和3年3月時点では、平成28年3月です。
「はい」をクリックすると閲覧ソフトが起動します

工事名を選択して、案件情報を表示中 打合せ簿 提出を選択して、一覧を表示中



無償で提供されている電子納品閲覧ソフトの使い方５

以下では、（株）建設システム様から提供されている「電子納品検査システム」の使用方法をご説明しています。
（画面の著作権は、（株）建設システム様に帰属しています。）

Å 成果品は、一覧でダブルクリックすると、関連付けられたソフトが起動し、内容を確認するこ
とができます。

工事完成図を選択して、完成図の一覧を表示中 件名をダブルリックすると関連付けられたソフトが起動します

写真は、工事写真フォルダをダブルクリックします

写管屋XML

ビューアがインス
トールされている
必要があります

下段で選択された写真が上段に拡大表示されます


